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デバイス材料研究グループ 丹下将克研究紹介
化学センサーやオプトエレクトロニクスに向けた

半導体カーボンナノチューブ（半導体CNT）複合体の用途展開
極端に狭い分光スペクトル線幅を有する「半導体CNT分散液の調製技術

および 半導体CNT複合固体の作製技術」の独自開発

『チューブ直径の小さな（青線）or大きな（赤線）半導体CNT分散液』
（なお、図中グレー線は比較例（CNT分散液））

【 半導体CNT分散液 】 【 半導体CNT複合固体 】

光吸収スペクトル

光吸収スペクトル ２次元フォトルミネッセンス（PL）マップ

『波長1500nm帯でシャープに発光する半導体CNT分散液』

『新湿式成膜法による半導体CNT複合固体（黒線）』
(なお、図中ピンク線は比較例（ドロップキャスト法）)
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半導体CNT

分散剤（PFD）

半導体CNTの低次元性を活かした複合体の用途展開（スペクトル線幅の狭い近赤外発光素子、化学物質検出素子など）
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